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東
法
連
理
事
会
を
３
月
15
日
、
全
法
連

会
館
で
開
催
し
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
な
い

承
認
さ
れ
た
。

平
成
31
年
度
事
業
計
画
に
お
け
る
活
動

の
基
本
方
針
で
は
、「
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、法
人
会
の
原
点
で
あ
る『
税
』

に
関
す
る
活
動
に
力
点
を
置
き
な
が
ら
、

行
政
と
連
携
し
た
公
益
性
の
高
い
事
業
展

開
に
努
め
る
と
と
も
に
、
法
人
会
活
動
の

活
性
化
の
た
め
、
会
員
増
強
及
び
会
財
政

の
健
全
化
に
つ
い
て
も
一
層
力
を
注
ぎ
諸

施
策
に
取
り
組
む
。」
と
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度
予
算
で
は
、
経
常
収
益
が

全
法
連
助
成
金
の
増
加
を
見
込
み
、
前
年

度
予
算
費
約
９
２
０
万
円
の
増
加
、
経
常

収
益
合
計
で
は
約
２
億
５
５
０
０
万
円
の

年
間
予
算
と
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
31
年
度
よ
り
全
法
連
か
ら

各
県
連
、
単

位
会
に
対

し
、
年
20
万

円
の
「
事
務

局
強
化
・
充

実
の
た
め
の

補
助
」
が
配

賦
さ
れ
る
旨

の
報
告
が
あ

っ
た
。
こ
の

補
助
に
つ
い

て
全
法
連
で

は
、
事
務
局

職
員
の
処
遇

改
善
、
パ
ー

ト
等
を
含
む

増
員
、
事
務

効
率
化
の
た
め
の
外
部
委
託
等
、
事
務
局

の
強
化
・
充
実
に
充
当
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

ま
た
、
全
法
連
で
は
本
補
助
金
を
可
能

な
限
り
継
続
的
に
支
給
す
る
方
針
で
あ
り
、

今
後
の
効
果
的
な
配
賦
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
使
途
に
関
し
て
各
会
か
ら
報
告

を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

東
法
連
青
連
協・女
連
協
会
長
を

東
法
連
功
労
者
表
彰
の
対
象
に

現
在
の
東
法
連
功
労
者
表
彰
基
準
で
は
、

東
法
連
青
連
協
及
び
女
連
協
会
長
が
対
象

に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
表
彰
基
準
を
一

部
改
訂
し
、
会
長
在
任
２
年
（
連
協
委
員

在
任
４
年
以
上
）
を
基
準
に
表
彰
対
象
に

加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
東
法
連
第
７
回
通
常
総
会
の
概

要
が
説
明
さ
れ
、
６
月
12
日
に
開
催
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
で
は
、福
利
厚
生
制
度
の「
ふ

や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
進
捗
状
況
、
平
成
30
年
度
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞

作
品
、「
地
域
を
越
え
た
会
員
紹
介
運
動
」、

「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」
の
提
出
状

況
、「
法
人
会
か
る
た
」
の
マ
ス
コ
ミ
報

道
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
31
年
度
の
事
業
計
画・予
算
を
審
議

会
員
増
強・会
財
政
の
健
全
化
に
一
層
注
力

東
法
連
理
事
会

平成31年度事業計画・予算を審議する理事会

あいさつする
小林栄三会長
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
法
連
は
３
月
６
日
、
新
宿
区
の
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
税
制
講

演
会
を
開
催

し
た
。
講
演

に
先
立
ち
青

栁
晴
久
税
制

税
務
委
員
長

（
四
谷
法
人
会
会
長
）
か
ら
「
本
日
は

軽
減
税
率
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら

説
明
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

軽
減
税
率
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
る

が
、
導
入
ま
で
時
間
が
あ
ま
り
な
い
こ

と
か
ら
、
事
業
者
が
混
乱
し
な
い
よ
う

法
人
会
と
し
て
は
可
能
な
限
り
周
知
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

第
一
部
で

は
、
東
京
大

学
法
学
部
教

授
の
加
藤
淳

子
氏
を
招
き
、

「
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

～
軽
減
税
率
を
考
え
る
～
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
あ
っ

た
。
講
演
で
は
、

今
年
10
月
の
消

費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
軽
減

税
率
と
４
年
後
に
導
入
予
定
の
イ
ン
ボ

イ
ス
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

ま
た
、
第

二
部
で
は
、

税
理
士
の
和

氣
光
氏
を
講

師
に
、「
軽

減
税
率
制
度
の
実
務
」
と
題
し
、
軽
減

税
率
の
対
象
品
目
や
将
来
導
入
さ
れ
る

イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
も
含
め
た
仕
入
税
額

控
除
制
度
に
つ
い
て
実
務
的
な
見
地
か

ら
の
解
説
が
あ
っ
た
。

当
日
は
、
各
会
か
ら
税
制
委
員
、
会

員
、
一
般
の
方
々
な
ど
合
わ
せ
て
約
１

２
０
人
が
参
加
し
た
。
第
一
部
の
講
演

内
容
は
次
の
と
お
り
。

イ
ン
ボ
イ
ス
は
税
金
転
嫁
の
相
互

協
力
を
生
み
事
業
者
の
利
益
と
な
る

日
本
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
は
軽
減
税
率

を
導
入
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
軽
減
税
率
の

な
い
税
制
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

す
で
に
イ
ン
ボ
イ
ス
を
使
っ
て
い
る

国
々
で
は
、
当
初
事
業
者
の
負
担
と
考

え
ら
れ
不
人
気
で
あ
っ
た
が
、
一
旦
導

入
さ
れ
る
と
事
業
者
の
利
益
に
な
る
と

わ
か
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
を
導
入
す
る
と
税
金
の

転
嫁
が
確
実
に
な
り
、
余
分
な
税
金
を

負
担
さ
せ
ら
れ
る
心
配
が
な
く
な
る
。

ま
た
、
確
実
に
転
嫁
で
き
れ
ば
、
値
下

げ
競
争
な
ど
の
余
分
な
競
争
の
心
配
が

な
く
な
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
各

事
業
者
に
よ
る
税
金
転
嫁
の
相
互
協
力

を
生
む
の
で
、
結
局
事
業
者
の
利
益
と

な
る
。

そ
れ
に
対
し
、
軽
減
税
率
は
Ｉ
Ｍ

Ｆ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
国
際
機

関
で
は
問
題
の
あ
る
政
策
と
さ
れ
て
お

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
専
門
家
は
他

国
に
導
入
し
な
い
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
る
。

日
本
で
は
軽
減
税
率
の
導
入
を
弱
者

保
護
の
た
め
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
導
入
さ
れ
て

い
る
軽
減
税
率
は
、
古
い
制
度
で
適
用

さ
れ
て
い
た
既
得
権
益
を
新
し
い
付
加

価
値
税
に
引
き
継
い
で
し
ま
っ
た
に
す

ぎ
な
い
。

ま
た
、
軽
減
税
率
は
消
費
の
落
ち
込

み
を
防
ぎ
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
考

え
て
い
る
人
も
い
る
が
、
そ
れ
は
一
時

的
な
も
の
で
、
む
し
ろ
徴
税
と
納
税
の

コ
ス
ト
を
増
加
さ
せ
、
経
済
に
負
担
に

な
る
こ
と
で
、
将
来
標
準
税
率
を
押
し

上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
で
あ

り
、
同
諸
国
が
軽
減
税
率
を
問
題
視
す

る
最
も
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

１
９
８
６
年
に
軽
減
税
率
な
し
で
付

加
価
値
税
を
導
入
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
は
、
33
年
後
の
現
在
の
税
率
は
15

％
で
あ
り
、
予
想
を
上
回
る
低
水
準
の

ま
ま
で
収
ま
っ
て
い
る
。

加
藤
淳
子
氏
を
招
き
税
制
講
演
会
を
開
催

知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

～
軽
減
税
率
を
考
え
る
～

テ
ー
マ

熱心に講演に耳を傾ける参加者

あいさつする
青栁晴久委員長

講演する
和氣光氏

講演する
加藤淳子氏
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第
14
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
富
山
大
会
が
４
月
25
日
、
富
山
市

の
富
山
産
業
展
示
館
で
開
催
さ
れ
、
全

国
の
女
性
部
会
員
な
ど
約
１
６
０
０
名

（
東
法
連
か
ら
は
約
１
６
２
名
）
が
参

加
し
た
。

富
山
県
は
有
数
の
米
ど
こ
ろ

日
本
海
側
屈
指
の
工
業
集
積
地

大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
煌

め
く
女
性
の
輪
～
富
山
か
ら
未
来
へ

～
」
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女

性
の
活
躍
を
実
現
す
る
た
め
、
女
性
部

会
も
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
法
人
会
活

動
の
経
験
を
も
と
に
、
一
人
ひ
と
り
が

煌
め
く
存
在
と
し
て
、
更
な
る
ス
テ
ー

ジ
へ
と
向
か
お
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

富
山
県
は
、
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
あ

る
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り
の
伝
統
、

日
本
海
側
屈
指
の
工
業
集
積
な
ど
優
れ

た
産
業
基
盤
が
あ
る
。
ま
た
、
持
ち
家

率
は
全
国
一
位
で
居
住
水
準
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
、
女
性
の
就
業
率
の
高
さ
と
合

わ
せ
住
み
よ

い
環
境
が
形

成
さ
れ
て
い

る
。当

日
は
、

第
１
部
記
念

講
演
、
第
２

部
大
会
式

典
、
第
３
部

懇
親
会
の
構

成
で
行
わ
れ

た
。
大
会
式

典
は
、
綿
谷

雅
代
富
山
県

連
女
連
協
会

長
に
よ
る
歓

迎
の
挨
拶
で
開
会
。
小
林
栄
三
全
法
連

会
長
（
東
法
連
会
長
）、
若
松
恵
美
子

全
法
連
女
連
協
会
長
（
石
川
県
連
女
連

協
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
後
、
来

賓
を
代
表
し
て
藤
井
健
志
国
税
庁
長

官
、石
井
隆
一
富
山
県
知
事
（
代
読
）、

森
雅
志
富
山
市
長
ら
か
ら
祝
辞
が
寄
せ

ら
れ
た
。
続
い
て
富
山
県
連
女
連
協
に

よ
る
女
性
部
会
の
活
動
事
例
報
告
、
大

会
宣
言
の
朗
読
、
次
回
開
催
県
連
（
愛

媛
県
連
）
へ
の
大
会
旗
の
伝
達
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

俳
優
奥
田
瑛
二
氏
が

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
の
記
念
講
演

式
典
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
講

演
は
、
俳
優
で
映
画
監
督
の
奥
田
瑛
二

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
わ
が
映
画
人
生
」

の
演
題
で
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
で
行

わ
れ
た
。
Ｍ
Ｃ
は
富
山
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
谷
優
子
氏
が
務
め
た
。

な
お
、
大
会
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
全
国
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
実

施
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
優
秀
作
品
の
展

示
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
他
、「
税
制
改

正
提
言
活
動
」
の
パ
ネ
ル
や
、
全
国
の

各
法
人
会
が
作
成
し
た
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
東
法
連

が
作
成
し
た
「
法
人
会
税
金
か
る
た
」

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
次
回
の
法
人
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
愛
媛
大
会

は
、
令
和
２
年
４
月
16
日
、
松
山
市
の

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
で
行
わ
れ
る
。

煌
め
く
女
性
の
輪
～
富
山
か
ら
未
来
へ
～

女
性
部
会
員
が
全
国
か
ら
１
６
０
０
名
参
加

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
富
山
大
会

あいさつする若松恵美子全法連女連協会長

講演する奥田瑛二氏（右）とMC谷優子氏

税に関する絵はがきコンクール優秀作品の展示

税制改正提言に関するパネル展示

あいさつする
小林栄三会長

あいさつする
藤井健志国税庁長官
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東
法
連
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
５
法
人

会
で
は
２
月
22
日
、
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ

ム
ホ
ー
ル
で
恒
例
の
税
務
研
修
会
を

開
催
し
た
。
本
年
度
は
、「
軽
減
税

率
導
入
直
前
セ
ミ
ナ
ー
～
２
０
１
９

年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
実
務
を

総
点
検
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
麹
町
・

神
田
・
日
本
橋
・
京
橋
・
芝
の
５
法

人
会
の
会
員
企
業
等
か
ら
合
わ
せ
て

約
５
０
０
名
が
参
加
し
た
。
講
師
は

税
理
士
の
椿
隆
氏
が
務
め
た
。

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９

年
10
月
１
日
か
ら
軽
減
税
率
が
導
入

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
軽

減
税
率
の
対
象
と
な
る
飲
食
料
品
等

を
扱
わ
な
い
法
人
で
も
、
課
税
仕
入

れ
の
う
ち
に
は
軽
減
税
率
の
対
象
と

な
る
飲
食
料
品
の
仕
入
れ
が
混
在
し

て
お
り
、
そ
の
影
響
は
広
範
囲
に
及

ぶ
。ま

た
、
軽
減
税
率
と
標
準
税
率
の

複
数
税
率
化
に
伴
い
、
仕
入
税
額
控

除
の
要
件
が
「
区
分
記
載
請
求
書
等

保
存
方
式
」
に
改
め

ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
２
０
２

３
年
10
月
１
日
以
降

は
、
日
本
型
イ
ン
ボ

イ
ス
と
言
わ
れ
る
「
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
」
へ
改
め
ら
れ
、
仕
入
税
額
控

除
要
件
の
厳
格
化
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
研
修
会
で
は
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率
制
度
、

「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」
の

実
務
に
お
け
る
留
意
点
等
に
つ
い
て
の

説
明
と
と
も
に
、「
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
」
の
概
略
に
つ
い
て
解
説
が
あ

っ
た
。

「
消
費
税
実
務
を
総
点
検
」を
テ
ー
マ
に

軽
減
税
率
導
入
直
前
セ
ミ
ナ
ー

東
法
連
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
税
務
研
修
会

単

ュ

位

ー

会

ス

ニ

東京国税局からのお知らせ


